
キャリアパス（診療技術部）

15年

診療技術部部長 ・一級臨床検査技師

Ⅷ級

10年

診療技術部主任 ・二級臨床検査技師 ・部門の管理監督

Ⅴ～Ⅶ級 ・業務内容の検証・改善

・部下の指導育成

5年

・認定訪問療法士の履修 ・課内の課題の発見と

・協会内の専門分野の登録 　解決に努める

・認定訪問療法士

3年

技術職中級 ・各種認定療法士修了 ・後輩に対し助言指導

Ⅳ級 ・超音波検査士（体表）

・内視鏡室業務の習得

2年

・業務に必要な専門知識

　の向上を図る

1年

技術職初級 ・自己管理 ・処置室業務の習得 ・各種療法士免許 ・指導・教育を受け

Ⅲ級 ・基本的課題の解決 ・臨床検査技師免許 　ながら、担当業務を

　的確に行う

・組織の理念を理解する

診療技術部 リハビリ課 臨床検査技師課 資格 求められる能力

・基本的課題の解決の指導

・各課における基本的業務

の指導

・より専門的な知識と技術

を必要とする業務が主体的

にできる

・課内専門分野に貢献でき

る

・頚部エコー検査手技取得

・委員会活動が積極的に行

える

・既存の法則に頼らず沈思

黙考し問題を解決できる

・各課における基本的業務

の習得

・訪問リハビリ業務の習得

・協会の新人教育プログラ

ムの履修

・処置室業務の指導ができ

る

・消化器内視鏡技師学会で

必要単位を取得

・訪問リハビリ業務の指導

ができる

・より専門的な知識と技術

を必要とする業務が主体的

にできる

・協会の新人教育プログラ

ムの履修、修了

・県レベルで専門分野に貢

献できる

・課内の管理運営ができる

・全国レベルで専門分野に

貢献できる

・各種認定療法士専門分野

登録

・消化器内視鏡技師資格取

得

・緊急臨床検査技師資格取

得

・心臓超音波検査を実施す

ることができる

・部門責任者として責任を

もって部署内の管理運営が

できる

・法人経営に責任を持つ

・部門責任者補佐として業

務を全うできる

・課の責任者として責任を

もって課内の管理運営がで

きる

・責任を持ってより難解な

業務を行える

・医療機器の安全管理を適

切に行うことができる


